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引き続き令和 8年度もご協力をお願いいたします。 

学校支援ボランティアの活動を紹介します！ 
学校支援ボランティアとは、地域の方々が自分の持っている知識や技能を学校での教育活動の

支援に役立てるボランティア活動です。学校や児童生徒にとってメリットがあるばかりでなく、

ボランティア活動をする方にとっても新たな発見や感動があったり、自己実現の場となったり、

楽しくすばらしい生涯学習の世界が広がります。（この広報誌は、各学校の協力を得て作成しています。） 
具体的な活動は… 図書の整理・修繕、民話、登下校見守り、昔の遊び、ミシン操作の補助、生花・畑の手入れ、  

             水泳見守り、和楽器の演奏、自習の見守り、調理実習の補助、木工細工など 

益子中学校  
本校では、一昨年度の環境整備ボランティアに加え、調理実習・ 

裁縫実習・読み聞かせのボランティアを実施しました。募集は保護者 

や祖父母への通知だけでなく地域回覧を活用して、地域の方々にも 

広く募集しています。昨年度は環境整備に１０名、調理実習に９名、裁 

縫実習に３名、読み聞かせに１名の登録があり、とても充実した活動と 

なりました。また、年度末には学校支援ボランティア懇談会（茶話会）を 

開催し、お茶を飲みながら、学校と地域がつながり、さらによい活動に 

するにはどんな工夫が必要か話し合いました。今年度もさらに充実した 

活動にしていきたいと考えていますので、皆様のご協力をよろしくお願 

いします。                                         〈写真：学校支援ボランティア活動の様子〉 
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七井中学校  
 本校の活動では、環境整備、家庭科授業、読書活動の各分野で多 

大なるご協力をいただきました。毛虫駆除など、専門的な作業にもご 

協力いただき、生徒たちが安心して屋外活動に打ち込める環境が整 

いました。ミシンボランティアでは、「古着のリメイク」にも挑戦し、着な 

くなった衣類から鞄やポーチを製作する活動を行いました。ボランティ 

アの方に、布の裁断や仕上がりを綺麗にするコツを教わりながら、生 

徒たちは思い思いに形にする楽しさを実感し、ものづくりの喜びと資 

源を大切にする心を育む貴重な機会となりました。図書室では、季節 

の移ろいを感じさせる華やかな掲示物を作成していただきました。 

その温かい空間づくりのおかげで、生徒たちが自然と本を手に取り、 

読書に親しむ時間が増えております。                         〈写真：ミシンボランティアの様子〉                         

田野中学校  
田野中学校では、地域交流の一環として、ふれあい交流活動を行っ 

ています。昨年度、1学年では、地域の方を講師に迎えてクリスマス 

リース作りを行いました。生徒一人ひとりが、思い思いの飾りつけを考 

えて、イメージ通りのリースとなるよう作業に取り組みました。講師の方 

の丁寧で細やかなアドバイスに助けられ、 納得のいく出来上がりの作 

品を手に生徒も笑顔になりました。 感想では、「講師の方が優しく、話 

しかけやすかったので、難しいところも上手にできた。」などの記述がみ 

られました。 

この活動を通して、地域の方との交流を深めることができました。       〈写真：アドバイスを受ける様子〉  

                                              



 

 

学校支援ボランティアに関する情報をお寄せください。学校はボランティアを必要としています。自分の経験を活かして活

動したい方、何かやってみたいけど何ができるかわからない等、お気軽にご相談ください。 
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益子小学校 
本校では、学校教育活動の様々な場面で保護者の方々や地域の 

皆様にボランティアのご協力をいただきました。読み聞かせボランテ 

ィアでは、様々なお話に触れる度に、子どもたちは目を輝かせていま 

した。学習面では、生活科での朝顔リースづくりや昔遊び、家庭科で 

のミシン学習や調理実習での支援をしていただきました。総合的な 

学習の時間に実施した「益子焼づくり」の支援にもご協力いただき有 

意義な体験活動ができました。また、特に保護者の方々には、安全 

確保のため校外学習引率にも協力いただいたり、運動会ではテント 

設営や運営ボランティアとして行事を盛り上げたりしていただきまし 

た。ボランティアの方々のおかげで、子どもたちの安全が確保された 

〈写真：益子焼体験活動〉        環境で充実した教育活動を行うことができました。 

田野小学校 
本校では、保護者の方々で｢図書ボランティア｣、｢読み聞かせボラン 

ティア｣など、各種のボランティアを組織し、教員と共に児童への支援を 

行っています。｢読み聞かせボランティア」は、月１回、朝の会前の時間 

（15分間）を活用して、児童に読み聞かせを行っています。昨年度はボ 

ランティアの人数も増え、 全学年を対象に読み聞かせを実施できまし 

た。 「どんな本を読めば児童が喜んでくれるのかを考えて本を選定し、 

児童が目を輝かせて聞き入っている姿を見ると本当にうれしくなる」と 

ボランティアの方々も張り切ってくれています。 

 「図書館ボランティア」も、月１回本校図書室に集まり、図書館司書と 

ともに２時間程度図書室の環境整備に取り組み、子どもたちの本との 

ふれ合いを支援しています。                              〈写真：児童への読み聞かせの様子〉  

益子西小学校  
本校では、今年度も登下校の見守り、総合的な学習の時間等で、 

ボランティアの方々にお世話になりました。登下校の見守りでは、交 

通指導員やスクールガードの皆さん、保護者の方々に見守っていた 

だくことで、子どもたちは安全に登下校することができました。 総合 

的な学習の時間では、各学年の学習テーマに合わせ地域の方々に 

講話を依頼したり、様々な体験をさせていただいたりしました。 

 また、かたつむりの会による読み聞かせ活動なども行うことができ 

子どもたちは読み聞かせを楽しんで聞くことができました。 
〈写真：図書ボランティア「かたつむりの会」による読み聞かせ〉 

七井小学校 
昨年、本校では様々な学校支援ボランティアを募集し、多くの方々

にご協力をいただきました。飼育ボランティアや図書ボランティア、そ

の他に水泳見守りや家庭科（ミシン・調理）、食育菜園、読み聞かせ

などたくさんのボランティアの皆様に支えられ、七井小学校の子ども

たちは、充実した環境の中で学習を行うことができました。また、１、

２年生の生活科の校外学習においても、保護者の皆様に参加してい

ただき、児童は安心して探検学習に取り組むことができました。 

                  

 
〈写真：食育菜園ボランティアの皆さんと一緒に大豆の収穫を行っている様子（Ｒ７．１２．１０）〉 

 


